
 1 

２
０
２
３
年
度 

最
終 

全
国
有
名
国
公
私
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

２
点×

４
＝
８
点 

 
 

（
解
答
）

ａ 

ハ 
 
 

ｂ 

イ 
 
 

ｃ 

ロ 
 
 

ｄ 

ニ 
 

  

問
二 

３
点×

２
＝
６
点 

  

（
解
答
） 

Ｘ 

ニ 
 
 

Ｙ 

ロ 

 

問
三 

８
点 

 
 （

解
答
例
） 

 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

科
挙
制
度
の
発
達
で
、
初
学
者
の
た
め
の
書
物
が
大
量
に
出
版
さ
れ
、
外
国
語
で
あ
る
漢
文
の
古
典
詩
文
が 

 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 

Ｅ
○
２
点 

日
本
人
に
と
っ
て 

大
い
に
学
び
や
す
い
も
の
に
な
っ
た
か
ら
。
（
８
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
科
挙
制
度
の
発
達
で
」
（
１
点
） 

○
「
受
験
を
前
提
と
し
た
」
と
し
た
場
合
で
も
可
○
。 

 

Ｂ
「
初
学
者
の
た
め
の
書
物
が
大
量
に
出
版
さ
れ
」
（
２
点
） 

 
 

△
「
初
学
者
の
た
め
の
」
が
な
い
場
合
は
、
Ｂ
は
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
外
国
語
で
あ
る
漢
文
の
古
典
詩
文
が
」
（
２
点
） 

○
「
外
国
語
で
あ
る
」
は
無
く
て
も
可
○
。 

△
「
漢
文
の
古
典
詩
文
が
」
は
、
「
漢
文
が
」
だ
け
の
場
合
は
△
１
点
。 

 

Ｄ
「
日
本
人
に
と
っ
て
」
（
１
点
） 

 

○
「
漢
字
圏
の
人
々
に
と
っ
て
」
も
可
○
。 
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Ｅ
「
大
い
に
学
び
や
す
い
も
の
に
な
っ
た
か
ら
」
（
２
点
） 

 
△
「
大
い
に
」
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
た
表
現
が
な
い
場
合
は
、
Ｅ
は
△
１
点
。 

  

問
四 

４
点 

 

 

（
解
答
） 

イ 
  

問
五 

４
点×

２
＝
８
点 

  

（
解
答
） 

・
西
欧
語
の
翻
訳
と
し
て
文
明
を
流
通
さ
せ
る
（
17
字
）
（
４
点
） 

 
 
 
 
 
 

・
国
家
的
伝
統
を
宣
揚
す
る
（
10
字
） 

 
 
 
 
 
 

（
４
点
） 

 
 

※
抜
出
問
題
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
以
外
は
不
可
✖
。 

  

問
六 

８
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

西
洋
語
か
ら
翻
訳
し
た
完
全
な
新
造
語
が 

幅
を
利
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
の
固
有
の
伝
統
に
も
と
づ
い
た 

 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

こ
と
ば
を 

発
見
し
よ
う
と
渇
望
す
る
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
西
洋
語
か
ら
翻
訳
し
た
完
全
な
新
造
語
が
」
（
２
点
） 

 
 

△
「
翻
訳
し
た
」
を
欠
い
て
い
る
場
合
は
減
点
１
。 

 
 

○
「
新
造
語
」
は
「
新
漢
語
」
で
も
可
○
。 

 

Ｂ
「
幅
を
利
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
（
２
点
） 

○
こ
の
箇
所
を
、
傍
線
部
Ｄ
の
「
内
実
を
欠
い
た
世
界
」
の
言
い
換
え
と
し
て
、「
中
身
の
薄
い
表
面
的
な
も
の
の
た
め
」
の
よ
う

に
し
た
場
合
、
２
点
を
与
え
る
。 

 
 

✖
Ａ
が
な
い
場
合
、
Ｂ
に
は
得
点
を
与
え
な
い
✖
。
無
得
点
。 

 

Ｃ
「
日
本
の
固
有
の
伝
統
に
も
と
づ
い
た
こ
と
ば
を
」
（
２
点
） 

○
「
日
本
の
」
が
無
く
て
も
可
○
。 
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Ｄ
「
発
見
し
よ
う
と
渇
望
す
る
と
い
う
こ
と
」
（
２
点
） 

▲
「
発
見
し
よ
う
と
」
が
無
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

 
 

○
「
渇
望
す
る
」
の
意
味
内
容
と
な
っ
て
い
れ
ば
得
点
。 

 
 

△
「
発
見
し
よ
う
と
す
る
」
だ
け
で
は
Ｄ
は
△
１
点
。 

 
 

 

  

問
七 

４
点×

２
＝
８
点 

  

（
解
答
） 

ロ
・
ヘ 
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二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

  

（
解
答
） 
１ 
譲
渡 

 

２ 

厄
介 

 

３ 

至
高 

 

４ 

土
壌 

  

問
二 

４
点 

 

（
解
答
） 

 

近
代
社
会 

（
４
点
） 

 
 

※
抜
出
問
題
の
た
め
、
解
答
ど
お
り
。 

  

問
三 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
人
が
個
人
に
内
在
す
る
理
性
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、 

 

Ｃ
○
３
点 

神
の
支
配
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
（
58
字
）
（
９
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
六
十
字
以
内 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
近
代
人
が
個
人
に
内
在
す
る
理
性
に
よ
っ
て
」
（
３
点
） 

✖
「
神
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
近
代
の
個
々
人
に
内
在
す
る
「
理
性
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加

点
な
し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 
 Ｂ

「
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
の
「
理
性
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要

素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 
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Ｃ
「
神
の
支
配
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
と
Ｂ
の
こ
と
か
ら
、
神
の
支
配
が
必
要
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な

し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

▲
「
神
」
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

  

問
四 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

個
々
人
が
背
負
う
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に 

ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
。
（
28
字
）
（
６
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
三
十
字
以
内 

十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
個
々
人
が
背
負
う
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に
」
（
３
点
） 

✖
近
代
人
が
抱
く
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

Ｂ
「
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
に
対
し
て
の
対
応
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 

○
「
対
処
の
仕
方
」
は
「
打
ち
消
し
方
」
・
「
解
決
の
し
か
た
」
で
も
可
○
。 

  

問
五 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 

Ｂ
○
３
点 

国
民
全
体
で 

広
く
共
有
す
る
点
。
（
13
字
）
（
６
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
０
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
は
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
十
五
字
以
内 

七
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 
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■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
国
民
全
体
で
」（
３
点
） 

✖
国
民
全
体
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

Ｂ
「
広
く
共
有
す
る
点
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
が
、
「
共
有
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 

○
「
共
有
」
は
「
同
化
」
で
も
可
。 

 

▲
「
大
き
な
物
語
」
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
具
体
例
を
具
体
の
ま
ま
挙
げ
て
い
る
場
合
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点 

  

問
六 

５
点 

 

（
解
答
） 

イ 

（
５
点
） 

 
 

 

問
七 

12
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
産
業
資
本
主
義
で
は
、 

成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
続
く
と
社
会
の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
代
人
は
自
ら
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
合
理
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
鉄
の
檻
」
に
入
っ
て
、 

Ｄ
○
３
点 

規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
（
96
字
）
（
12
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
一
〇
〇
字
以
内 

四
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
近
代
産
業
資
本
主
義
で
は
」
（
３
点
） 

✖
近
代
産
業
資
本
主
義
に
お
け
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
近
代
産
業
資
本
主
義
」
は
「
近
代
産
業
社
会
」
で
も
可
○
。 

 

Ｂ
「
成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
続
く
と
社
会
の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
は
、
成
員
と
社
会
全
体
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
説

明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 
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Ｃ
「
近
代
人
は
自
ら
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
合
理
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
鉄
の
檻
」
に
入
っ
て
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
と
Ｂ
の
こ
と
か
ら
、
成
員
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
「
鉄
の
檻
」（
「
鉄
の
檻
」
が
比
喩
で
あ
る
の
で

そ
の
ま
ま
指
摘
）
に
入
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

△
「
鉄
の
檻
」
が
「
合
理
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
場
合
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

○
「
自
ら
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
」
は
、
本
文
通
り
「
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
」
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
自
ら
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
」
の
要
素
ヌ
ケ
は
▲
１
点
減
点
。 

  

Ｄ
「
規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ｃ
に
お
い
て
、
規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｄ
加
点
な
し

✖
０
点
。 

 

△
「
規
格
化
」
と
い
う
語
を
使
わ
ず
、
「
自
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
の
場
合
は
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

  

問
一 

１
点×
３
＝
３
点 

 

（
解
答
）
ａ 
を 

 

ｂ 

お
ほ 

 

ｃ 

お
ぼ 

 
 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
ひ
ら
が
な
・
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

✖
正
解
以
外
は
す
べ
て
✖
。 

 

※
句
読
点
は
不
要
（
不
問
）。 

   

問
二 

２
点×

３
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

 

Ｘ 

へ 
 
 
 

Ｙ 

ハ 
 
 
 

Ｚ 
ホ 

   

問
三 

１
点×

３
＝
３
点 

 

（
解
答
） 

①
・
⑤
・
⑥ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
順
不
同
可
。 

 

✖
４
つ
以
上
選
ん
で
い
る
場
合
、
全
体
✖
。 

   

問
四 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
） 

甲 

ロ 
 

乙 

ニ 
 

丙 

ハ 
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問
五 
３
点×

３
＝
９
点 

 

Ｂ
（
解
答
例
）
３
点 

 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

ど
う
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に 

お
悩
み
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。（
３
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
ど
う
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」（
１
点
） 

 

※
「
な
じ
か
は
、
さ
ま
で
に
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
ど
う
し
て
」
は
「
な
ぜ
」
な
ど
で
も
よ
い
○
。 

 

○
「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」
は
「
そ
れ
ほ
ど
」
「
そ
ん
な
に
」
な
ど
で
も
よ
い 

 

Ｂ
「
お
悩
み
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
（
２
点
） 

 

※
「
煩
ひ
給
ふ
べ
き
」
の
現
代
語
訳 

○
「
悩
む
」
は
「
苦
し
む
」
「
困
る
」
な
ど
で
も
よ
い
○
。 

✖
こ
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

▲
尊
敬
の
意
「
お
〜
に
な
る
・
〜
な
さ
る
」
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

▲
「
べ
し
」
の
訳
と
し
て
「
必
要
・
べ
き
」（
当
然
）
、
推
量
「
〜
だ
ろ
う
・
〜
で
し
ょ
う
」
の
い
ず
れ
も
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。

○
模
範
解
答
で
は
「
必
要
・
ま
し
ょ
う
」
と
、
当
然
と
推
量
の
両
方
を
訳
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
一
つ
が
あ
れ
ば
よ
し
と
す
る
。 

  

Ｅ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
１
点 

 

少
し
も 

物
を
言
う
こ
と
が
な
い
。（
３
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
少
し
も
」（
２
点
） 

 

※
「
つ
ゆ
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
ま
っ
た
く
・
決
し
て
・
全
然
」
な
ど
全
否
定
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｂ
「
物
を
言
う
こ
と
が
な
い
」（
１
点
） 

 

※
「
物
言
ふ
事
な
し
」
の
現
代
語
訳 

○
「
物
を
言
わ
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

✖
「
物
を
」
が
な
い
場
合
は
不
可
✖
。 

     



 10 

Ｆ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
３
点 

 

命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
い
う
人
（
３
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
い
う
人
」（
３
点
） 

 

※
「
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
果
て
け
ん
人
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
命
を
絶
っ
」
は
「
死
ぬ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

✖
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

▲
「
て
し
ま
っ
」
（
「
果
て
」
の
訳
）
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

 

○
「
た
と
か
い
う
」
（
「
け
ん
」
の
訳
）
は
「
た
よ
う
な
」
で
も
よ
い
。 

▲
こ
れ
が
な
い
場
合
は
減
点
１
点
。 

 

▲
「
人
」
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。
。 
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問
六 
８
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

 

女
房
の
、
髪
が
鬼
の
よ
う
に
け
ば
立
ち
、
上
品
だ
っ
た
顔
が
青
や
黄
に
変
色
し
、
足
も
血
の
気
が
失
せ
て
、 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 

Ｆ
○
１
点 

 
 

（
Ｅ
） 

見
苦
し
く
汚
く
、
着
物
も
臭
く 

堪
え
が
た
い
様
子
。
（
49
字
）（
８
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
制
限
な
し 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
女
房
の
」（
２
点
） 

 

○
「
女
の
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

Ｂ
「
髪
が
鬼
の
よ
う
に
け
ば
立
ち
」（
１
点
） 

 

○
「
髪
（
毛
）
が
ぼ
う
ぼ
う
で
・
髪
が
乱
れ
・
髪
が
鬼
の
よ
う
で
」
な
ど
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
「
上
品
だ
っ
た
顔
が
青
や
黄
に
変
色
し
」（
１
点
） 

 

○
「
顔
の
色
が
変
わ
り
・
顔
が
変
色
し
」
な
ど
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
上
品
だ
っ
た
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｄ
「
足
も
血
の
気
が
失
せ
て
」（
１
点
） 

 

○
「
足
の
血
の
気
が
失
せ
て
・
足
の
色
が
な
く
、
足
が
白
く
」
な
ど
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｅ
「
見
苦
し
く
汚
く
～
堪
え
が
た
い
様
子
」（
２
点
） 

 

○
見
苦
し
い
・
醜
い
・
気
味
が
悪
い
・
汚
い
・
不
快
だ
・
堪
え
が
た
い
」
等
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｆ
「
着
物
も
臭
く
」
（
１
点
） 

 

○
「
臭
く
」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
着
物
も
」
の
有
無
は
不
問
。 
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問
七 

４
点×

２
＝
８
点 

 

Ｄ 

４
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎
日
、 

化
粧
を
し
た
り
、
着
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
。
（
20
字
）（
４
点
） 

 

■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

20
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
毎
日
」
（
１
点
） 

 

○
「
日
々
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
化
粧
を
し
た
り
、
着
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
」
（
３
点
） 

 

▲
「
化
粧
を
す
る
」
・
「
着
飾
る
」
の
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

  

Ｇ 

４
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

￥
Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
ん
で
時
間
が
経
て
ば 

醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
。（
29
字
）（
４
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定
30
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
死
ん
で
時
間
が
経
て
ば
（
２
点
） 

 

✖
「
死
ん
で
」
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

▲
「
時
間
が
経
つ
」
の
意
が
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

 

○
「
息
が
止
ま
る
・
体
か
冷
え
る
・
夜
を
重
ね
る
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
（
２
点
） 

 

○
「
醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
醜
い
」
は
「
汚
い
・
気
味
が
悪
い
・
不
快
だ
・
堪
え
が
た
い
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
〜
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
は
、
「
い
は
ん
や
〜
を
や
」
の
意
が
表
れ
て
い
れ
ば
「
ま
し
て
醜
く
な
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

▲
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 
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問
八 
２
点×

２
＝
４
点 

 

（
解
答
） 
ニ
・
へ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
順
不
同
可
。 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 

※
難
関
と
同
じ
設
問
で
も
基
準
・
配
点
が
違
う
も
の
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

（
解
答
）

ａ 
す
な
わ
ち 

 
 
 
 
   

ｂ 

こ
と
ご
と
く 

ｃ 
お
の
お
の 

 
 
 
     

ｄ 

よ
う
や
く 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

例 

ａ
「
す
な
は
ち
」 

ｄ
「
や
う
や
く
」 

 
 

✖
送
り
仮
名
の
不
足
は
０
点
。 

例 

ａ
「
す
な
わ
」 

ｂ
「
こ
と
ご
と
」 

ｃ
「
お
の
」 

ｄ
「
よ
う
や
」 

 
 
 
 

  

問
二 

４
点×

２
＝
８
点 

 

 

１ 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

（
解
答
例
） 

一
度
も 

か
じ
取
り
を 

間
違
え
た
こ
と
が 

な
い
（
と
い
う
こ
と
）。（
４
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
主
体
「
船
頭
は
」
お
よ
び
「
か
じ
取
り
を
」
は
不
問
。 

○
Ａ
「
一
度
も
」
は
「
い
ま
ま
で
（
に
）
」
「
い
ま
だ
か
つ
て
」
な
ど
可
。 

 

 

４ 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 
 

（
解
答
例
） 

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で 

到
着
し
た
（
と
い
う
こ
と
）。（
４
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

△
Ａ
は
「
一
回
の
食
事
の
時
間
で
」
「
「
一
回
の
食
事
の
時
間
で
な
い
う
ち
に
」
の
場
合
△
２
点
。 

 

○
Ａ
は
「
ご
く
短
い
時
間
」
「
短
時
間
」
な
ど
可
。 
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問
三 

３
点×

２
＝
６
点 

 

 

２ 

 

（
解
答
例
） 
顔
色
を
失
っ
た
（
３
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
「
顔
色
が
青
ざ
め
た
」
「
顔
が
真
っ
青
に
な
っ
た
」
「
愕
然
と
し
た
」
な
ど
も
可
○
。 

  

３ 

 

（
解
答
例
） 

落
ち
着
い
た
よ
う
す
で
（
３
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
「
落
ち
着
き
は
ら
っ
て
」
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
」
「
慌
て
る
こ
と
な
く
」
「
冷
静
な
様
子
で
」
「
取
り
乱
し
た
り
せ
ず
」
な
ど
で
○
。 

 

○
「
～
て
（
で
）
」
は
な
く
と
も
可
○
。 

  

問
四 

３
点 

 

 

（
解
答
）  

ハ 
 

（
３
点
） 

  

問
五 

３
点 

 

 

（
解
答
）  

ホ 
 

（
３
点
） 

  

問
六 

４
点×

５
＝
20
点 

 

 

（
解
答
） 

イ 

２ 
 

ロ 

２ 
 

ハ 

１ 
 

ニ 

１ 
 

ホ 

１ 

（
各
４
点
） 

  

問
七 

２
点 

 

 

（
解
答
）  

ロ 
 

（
２
点
） 
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